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概要

MAX49925 は、−40V～+76V の入力コモンモード電圧範囲を有

する双方向の電流検出アンプ（CSA）で、大きなオートモー

ティブ・トランジェントが存在する 48V HEV（ハイブリッド車）

アプリケーションに適しています。 

この CSA は、逆バッテリおよび高電圧スパイクに対応できるよ

う入力保護範囲が−42V～+80V に拡張されています。入力保護

範囲の拡張は、TVS（電圧トランジェント圧縮）条件の緩和に

も役立ち、部品表コストの削減と部品サイズの縮小につながり

ます。 

MAX49925 は、パルス幅変調（PWM）を用いて駆動電圧および

電流を制御する、モータやソレノイドなどの誘導負荷の相電流

モニタリングに適しています。 

MAX49925 では、高度な技術を使用して、スルー・レートが最

大 500V/µs以上のコモンモード入力 PWMエッジを除去します。 

MAX49925 は、−40ºC～+125ºC の温度範囲全域で機能し、動作

電源電圧は+2.7V～+5.5V です。サイド・ウェッタブル・フラン

クを備えた、3mm × 3mm、10 ピンの TDFN パッケージで提供さ

れます。 

アプリケーション

• PWM H ブリッジ・モータ・インライン／同相／巻線電流検出 
• ソレノイド電流検出

• 誘導性負荷の電流モニタリング

• バッテリ・スタック・モニタ

• 高出力 DCモータ

• オートモーティブ

• 48V HEV

特長と利点 

• AEC-Q100に適合、FMEDA（故障モード影響診断解析）

利用可能

• 500V/µs 以上の PWMエッジからの 500ns 以内の高速回復

• 140dBの DC CMRR 除去

• 入力電圧範囲：−40V～+76V
• 保護耐性：−42V～+80V
• −3dB帯域幅：300kHz
• 選択可能なゲイン・オプション：10V/V、20V/V、50V/V、100V/V
• 入力オフセット電圧：5µV（代表値）

• ゲイン誤差：±0.3%（最大値）

• レール toレール出力

• サイド・ウェッタブル・フランクを備えた、3mm × 3mm、

10 ピンの TDFN 
• 温度範囲：−40ºC～+125ºC、オートモーティブ・グレード 2

日本語参考資料 

最新版英語データシートはこちら 

https://www.analog.com/jp/index.html
https://www.analog.com/jp/products/max49925.html
https://www.analog.com/media/en/technical-documentation/data-sheets/max49925.pdf
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簡略化したブロック図 

絶対最大定格 
RS+および RS−～GND  .............................................  −42V～+80V 
RS+～RS−  .................................................................................. ±2V 
VDD～GND  .................................................................  − 0.3V～+6V 
REF1、REF2、GAIN1、GAIN2、 
OUT～GND ......................................................... −0.3V～VDD +0.3V 
REF1、REF2、GAIN1、GAIN2 の連続電流  ........................ 10mA 

OUTの連続電流  ....................................................................  10mA 
RS+および RS−の連続電流  ..................................................  10mA 
連続消費電力（多層基板）（TA = +70°C、+70°C 以上では 
24.4mW/°C でディレーティング）  ............................  1951.20mW 
動作温度範囲  ........................................................  −40°C～+125°C 
保存温度範囲  ........................................................  −65°C～+150°C 

上記の絶対最大定格を超えるストレスを加えるとデバイスに恒久的な損傷を与えることがあります。これらの規定はストレス定格のみを定めたものであり、この仕様の動作セクションに記載する
規定値以上でデバイスが正常に動作することを意味するものではありません。デバイスを長時間絶対最大定格状態に置くとデバイスの信頼性に影響を与えます。 

パッケージ情報

10 ピン TDFN 

最新のパッケージ外形図とランド・パターン（フットプリント）に関しては、www.maximintegrated.com/packages で確認してください。

パッケージ・コードの「+」、「#」、「−」は RoHS対応状況のみを示します。パッケージ図面は異なる末尾記号が示されている場合があ

りますが、図面は RoHS 状況に関わらず該当のパッケージについて図示しています。 

https://www.analog.com/jp/index.html
https://pdfserv.maximintegrated.com/package_dwgs/21-100346.PDF
https://pdfserv.maximintegrated.com/package_dwgs/21-0137.PDF
https://pdfserv.maximintegrated.com/land_patterns/90-0003.PDF
https://www.analog.com/jp/design-center/packaging-quality-symbols-footprints/package-index.html
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電気的特性

（VDD = 3.3V、VCM = 48V、VSENSE = 800mV/ゲイン、VREF1 = VDD/2、VREF2 = VDD/2、OUT 負荷 = 10kΩ および GND との間に 20pF、 
TMIN = −40ºC、TMAX = +125ºC） 

https://www.analog.com/jp/index.html
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（VDD = 3.3V、VCM = 48V、VSENSE = 800mV/ゲイン、VREF1 = VDD/2、VREF2 = VDD/2、OUT 負荷 = 10kΩ および GND との間に 20pF、 
TMIN = −40ºC、TMAX = +125ºC） 

Note 1： 限界値は、TA = +25ºC で 100%テストされています。動作温度範囲および対応する電源電圧範囲にわたる限界値は、設計と特性評価によって裏付

けられています。 

標準動作特性

（特に指定のない限り、VDD = 3.3V、VSENSE = 800mV/ゲイン、VCM = 48V、OUT 負荷 = 10kΩ および GND との間に 20pF、TA = +25ºC。） 

https://www.analog.com/jp/index.html
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ピン配置

端子説明

ピン 名称 説明

1 RS+ 外部抵抗電源側接続入力。 

2 RS− 外部抵抗負荷側接続入力。 

3 N.C. 未接続。 

4 OUT 電流検出出力。出力のコモンモード・ポイントは VREF。 

5 GND グラウンド。信号と電源のリターン。 

6 VDD 電源電圧入力。10nF の COG/NPO および 1µF の X5R を用いてグラウンドにバイパス。 

https://www.analog.com/jp/index.html
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7 REF2 リファレンス入力 2。 

8 REF1 リファレンス入力 1。 

9 GAIN2 ゲイン選択入力 2。 

10 GAIN1 ゲイン選択入力 1。 

詳細

概要

MAX49925 は、−40V～+76V の高コモンモード電圧入力範囲を有する、単電源、高精度、双方向の電流検出アンプです。入力段は、−42V～

+80Vの電圧スパイクおよび誘導性キックバックを保護します。±5µV（代表値）の入力オフセット電圧と 0.3%（最大値）のゲイン誤差に

より、システム誤差を低く抑えることができます。 

入力段は、モータ制御アプリケーションで一般的な高速 PWM信号の外乱を抑制できるよう特別に設計されたものです。MAX49925 は、PWM 信

号によって駆動されるモータ巻線やソレノイドなどの誘導性負荷の同相電流モニタリングに適しています。MAX49925 は、−40ºC～+125ºC の温

度範囲で仕様規定され、+2.7V～+5.5V の電源電圧範囲で動作します。 

MAX49925 では、GAIN1 と GAIN2 を用いて 4 つのゲイン・オプションを利用できます。 

PWM 除去入力段 
この独自の入力アーキテクチャは、一般的なモータ・コントロール・アプリケーションに存在する大きな PWM 外乱の影響を受けません。

入力段は、−40V～+76V のコモンモード入力電圧に損傷なく耐えるように設計されています。MAX49925 の出力は、スルー・レートが最

大±500V/µs 以上の PWMエッジから 500ns 以内に回復します。 

低い入力オフセット電圧と低いゲイン誤差

MAX49925 の入力オフセット電圧は低いため、低い値の電流検出抵抗を用いて正確な電流測定が可能です。更に、低い電流検出抵抗は、

電力消費の最小化とシステム効率の向上に役立ちます。この技法により、時間および温度に対する入力オフセット電圧ドリフトを

50nV/ºC という非常に低い値に抑えることもできます。最適化されたゲイン・アーキテクチャにより、−40ºC～+125ºC の温度範囲全域で

0.3%未満のゲイン誤差が実現できます。 

出力段

ゲインは次式を使用して設定します。 

ここで、ISENSEは検出抵抗を通る電流、RSENSEは検出抵抗値、GAIN は MAX49925 の電圧ゲインです。この出力段は、適切な出力電圧レベル

を生成し、外部ゲイン設定ピンによって異なるゲインを設定するために必要です。これは、REF1 および REF2 入力に接続された外部電圧リファ

レンスです。検出電流が正の（電流が検出抵抗を介してRS+入力から RS−入力に流れる）場合、出力電圧は VREF = (VREF1 + VREF2)/2 (V)より大

きくなります。検出電流が負の場合、出力電圧は VREF = (VREF1 + VREF2)/2 (V)より小さくなり、RS+入力および RS−入力に対して負の電流が

流れます。 

アプリケーション情報

重要な考慮事項

浮遊インダクタンス 

電流検出抵抗のパッケージ寄生による浮遊インダクタンスは最小限に抑える必要があります。浮遊インダクタンスによって生じる不要な

電圧誤差は、負荷電流の大きさに比例します。巻線抵抗はインダクタンスが最も高く、金属膜の方が比較的優れています。低インダクタ

ンスの金属膜抵抗も利用できます。それらは、金属膜または巻線抵抗のようにコアの周りに螺旋状に巻かれたものではなく、金属の直線

帯であり、100mΩ 以下の値で利用できます。 

ケルビン接続

RSENSE には大電流が流れる可能性があるため、ハンダや寄生パターン抵抗を排除して、検出電圧に誤差が生じないように注意してくださ

い。4端子の電流検出抵抗を使用するか、ケルビン（フォースおよび検出）PCBレイアウト技法を使用してください。図 1に、MAX49925
の入力へのケルビン検出パターンの代表的なルーティングを示します。ケルビン検出パターンは、電流検出抵抗のハンダ接触パッドにで

きるだけ近づける必要があります。ケルビン検出接触パッドの間隔が検出抵抗に対して広い場合、パターン抵抗が加わるため誤差が生じ

ます。 

https://www.analog.com/jp/index.html
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図 1. ケルビン検出 

代表的なアプリケーション回路

3 相サーボ・モータの電流検出 

https://www.analog.com/jp/index.html
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オーダー情報

https://www.analog.com/jp/index.html
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